
 

 

 

 
 

第４７９号 （令和６年７月２１日） 

 

 

◎第５２２回例会   

日 時 ：令和６年７月２１(日) 午後１時～ 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

講 師 ：慶應義塾大学医学部 産婦人科学教室 

 教授 田中 守 先生 

演 題 ：「妊娠・産褥期に血小板減少を伴う疾患の鑑別」 

 

症例報告 

    「当院において特別養子縁組が検討された症例についての検討」 

岡山赤十字病院 柏原 麻子 先生 

 

◎第５２３回例会予告   

日 時 ：令和６年９月１５(日) 午後１時～ 

場 所 ：岡山県医師会館 三木記念ホール 

講 師  日本大学医学部産婦人科学系 産婦人科学分野 

主任教授 川名 敬 先生 

演 題 ：「HPV 関連腫瘍を予防・治療する 

～HPV ワクチン、HPV 検査、HPV 治療薬の進歩と今後～」 

 
 
 

◎妊産婦死亡例調査について 

 「妊産婦死亡例登録、調査」（妊産婦死亡とは妊娠の期間及び部位に関係なく、妊娠    

またはその管理に関連した、あるいはそれらによって悪化したすべての原因による  

妊娠中または分娩後４２日以内における女性の死亡をいいます。） 

 死亡例発生の都度、速やかに岡山県産婦人科医会までご連絡下さいますようお願い申 

し上げます。 

 

 

◎保険だより 

＃１ 卵巣癌に対するアバスチンに始まり、近年、婦人科癌治療に多くの分子標

的治療薬が適応となり使用されています。血管新生阻害薬、PARP 阻害薬、免疫チ

ェックポイント阻害薬、キナーゼ阻害薬など、その数とレジメンは今後益々増えて

きます。一般の抗癌剤と異なり、分子標的薬の適応にはバイオマーカーの測定やプ

ラチナ感受性、その奏功など厳密な規定があります。各々の適応症は当該の臨床試

験に沿って承認されたものであり、残念ながらその全てを薬剤添付文書に記載する 

のは不可能です。添付文書の適応症の一行目のみを参照するのではなく、以下の注

釈を熟読し、適応症例の決定は当該する臨床試験内容を熟知した上で行う必要があ

ります。この点は高額な薬剤を有効と考えられる症例に使用する為に極めて重要で

す。 

  これらの分子標的薬を初回使用する際には、その症例が当該薬剤の適応である旨

（進行期、初発/再発、バイオマーカー、1st/2nd ライン、プラチナ感受性、プラチ

ナ含有レジメン奏功など）の症状詳記を必ず記載して、レセプトに添付いただきま

すようお願いいたします。 

 

＃２ 手術の準用点数算定について 

施術内容に合致する手術名がない場合、類似内容手術の準用点数で算定願います。

病名と術式の整合性より準用算定であることがレセプト上判ることが必要ですので、

その旨を記載願います。 

例１：外陰部尖圭コンジローム切除術は膣壁尖圭コンジローム切除術点数を準用 

例２：膣断端肉芽腫切除術は膣ポリープ切除術点数を準用 

例３：子宮膣部腫瘍摘出術は子宮頸部切除術点数を準用 

例４：出血等の異常があって子宮内リングを抜去する場合は子宮内膜掻把術点数を

準用  

例５：埋没等の異常があってペッサリーリングを抜去する場合、外来では膣ポリー

プ切除術点数を準用、入院して麻酔下で行う場合は膣壁形成術点数を準用 
 

◎おぎゃー献金について 

プラスチック製の暖かみのある素敵な献金箱が出来ました。ご希望の方は当支部へ  

お申し込み下さい。 

 かねてよりご協力願っております「おぎゃー献金」の入金には直接持参してくださる 

か、便利な中国銀行の振込用紙をご利用下さい。 

 （振込用紙、献金袋、受領証並びに感謝シールは当支部にございます） 

岡  山  県      

産 婦 人 科      

専門医会会報 

報 

岡山市北区駅元町１９番２号 

岡山県医師会 

岡山産科婦人科学会 

岡山県産婦人科医会 


